
＜その他、取組に特徴のある事例＞

○地元小学校との連携による児童の農業体験

１．集落協定の概要

市町村･協定名 岐阜県不破郡垂井町 東岩手第１
ふわぐんたるいちょう ひがしいわでだいいち

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
53.2ha 水稲 - - -

交 付 金 額 個人配分 50％
425万円 共同取組活動 農用地の維持管理活動に要する経費 25％

（50％） 鳥獣害防止対策に要する経費 7％
その他 18％

協定参加者 農業者 93人、１組合（構成員92人）

２．取組に至る経緯

農業者の高齢化による耕作放棄地発生を解消し、将来に渡って持続的な農業生産活動

を実施するために、平成12年度から協定を締結し本制度に取り組むこととなった。

２期対策からの新たな取組として、農業体験を通じ、地域の伝承行事や伝統文化を次

世代に伝えることを目標に、地元小学校と連携して農業体験を行うこととし、作付から

収穫、消費まで一連の活動を行っている。

３．取組の内容

協定内農業者が圃場を提供し、地元の小学校５年生児童が農業体験を行った。平成21

年度はもち米を700㎡で栽培し、収穫量は270kgだった。

収穫後は農業者の指導の下、昔の農機具で脱穀作業を体験し、地域の文化祭で餅つき

を行った。児童たちは生産する楽しさや苦労、そして自分たちで作った物を食べる喜び

を学んだ様子であった。

集落協定代表者は、「今回の農業体験を通じて、児童が農業に関心を持ってもらい、

将来の地域農業の担い手になってくれれば」と話していた。

鎌を手に手際よく刈り取り 足踏式脱穀機で作業を体験



［集落の将来像]
①担い手への農地集積を一層推進するとともに、認定農業者の育成に努力する。
②減農薬減化学肥料による特別栽培米の生産を継続する。
③農地法面へ防草シートを設置するとともに、法面崩壊を未然に防止するために定期的な点検を行う。

［将来像を実現するための活動目標]
①水路・農道は集落協定参加者による共同取組により、維持管理を実施する。
②減農薬減化学肥料による特別栽培米の生産を実施する。
③学校教育等との連携を図り、将来を担う子供たちに農業体験をさせる。

［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田53.2ha） 周辺林地の下草刈り 高付加価値型農業の実践
（約0.1ha、年2回） （減農薬減化学肥料による特別

個別対応 栽培米の生産）
共同取組活動

個別対応
水路・農道の管理
・水路17.1km、年1回

清掃、草刈り 認定農業者の育成
・農道3.7km、年2回 草刈り （認定農業者を更に1名確保）

共同取組活動 共同取組活動

農地法面の定期的な点検 認い手集積化
（随時） 電気柵設置による鳥獣害 （集落の認定農業者への利用権

防止対策 設定面積を10%増）
共同取組活動

個別対応 個別対応

４．取組による変化と今後の課題等

本制度に取り組むことにより、農用地において農業生産活動が継続的に行われ、農道

や水路の共同管理の充実、耕作放棄地の発生防止など多様な取組が行われた。

また、周辺林地の管理など営農との一体的な取組のほか、学校教育との連携による児

童の農業体験など、集落の環境整備や将来の担い手育成に寄与する多面的機能を維持・

増進する取組も行われた。

さらに、協定締結を契機に集落内での話し合いが活発化し、地域としての一体感が強

化され、「自分たちの集落は自分たちで守る」という意識が高まった。

今後の課題として、認定農業者等の担い手を育成しつつ、新規就農者の確保に努める

必要がある。

［平成21年度までの主な成果］
○ 地域内における担い手（認定農業者）の育成・確保（平成21年４月現在 ６人、１組織）
○ 電気柵の設置による鳥獣害の減少


